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一
、
は
じ
め
に
　
先
行
研
究
の
確
認

　
本
論
は
、
江
戸
時
代
中
期
に
活
動
し
た
学
僧
・
瞎
道
本
光
（
一
七

一
〇
〜
一
七
七
三
、
指
月
慧
印
の
資
）
の
著
書
で
あ
る
『
大
智
偈
頌

関
東
辯
矣
（
以
下
、『
関
東
辯
矣
』、ま
た
は
本
書
と
略
記
）』
の
研
究
を

通
し
て
、
瞎
道
の
初
学
者
教
育
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
瞎
道
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
以
下
の
諸
論
を
挙
げ
て
お

き
た
い
。

　
・
河
村
孝
道 

「『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
に
つ
い
て
」

　
　
　 

同 

「『
正
法
眼
蔵
生
死
巻
穿
牛
皮
』『
正
法
眼
蔵
都
機
巻

禿
苕
掃
記
』
に
就
い
て
」

 

と
も
に
『
蒐
書
大
成
』
巻
一
八
所
収

　
・
伊
藤
秀
憲 

「
瞎
道
」、『
道
元
思
想
の
あ
ゆ
み
３
』
吉
川
弘
文

館
・
一
九
九
三
年
、
所
収

　
・
松
田
陽
志 

「
瞎
道
本
光
の
五
位
説
に
つ
い
て
│
│『
曹
山
解
釈

洞
山
五
位
顕
訣
鈔
』
に
つ
い
て
」、『
宗
学
研
究
』

四
五
、
二
〇
〇
三
年

　
　
　 

同 

「
瞎
道
本
光
の
「
五
位
顕
訣
」
解
釈
│
│
偏
中
至
説

と
「
功
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
」、『
宗
学
研
究
紀

要
』
一
六
、
二
〇
〇
三
年

　
特
に
、
河
村
先
生
の
「『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
』
に
つ
い
て
」

に
は
、
瞎
道
の
著
述
か
ら
ま
と
め
た
略
年
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
た

め
、
主
と
し
て
参
照
し
て
い
る
。
伊
藤
先
生
の
論
文
は
『
正
法
眼

蔵
』
註
釈
関
連
で
、
松
田
先
生
の
論
文
は
「
五
位
説
」
関
連
で
あ
る

瞎
道
本
光
『
大
智
偈
頌
関
東
辯
矣
』
の
研
究

菅
　
　
原
　
　
研
　
　
州
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た
め
、
部
分
的
な
参
照
に
留
め
て
い
る
。

　
ま
た
、『
大
智
偈
頌
』
に
関
す
る
研
究
や
著
作
は
多
般
に
渉
る
け

れ
ど
も
、
本
論
で
は
以
下
の
二
本
を
重
点
的
に
参
照
し
て
い
る
。

　
・
飯
田
利
行
『
大
智
偈
頌
訳
』
国
書
刊
行
会
・
一
九
七
八
年

　
・
山
口
晴
通
「
大
智
禅
師
偈
頌
研
究
の
一
考
察
」、『
印
度
学
仏
教

学
研
究
』
一
七

－

一
、
一
九
六
八
年

　
こ
れ
ら
は
、『
大
智
偈
頌
』
自
体
の
解
釈
に
関
連
し
て
参
照
し
て

い
る
。二

、『
関
東
辯
矣
』
解
題

　『
関
東
辯
矣
』
で
あ
る
が
、
瞎
道
が
祇
陀
大
智
（
一
二
九
〇
〜
一

三
六
六
）
の
『
大
智
偈
頌
』
全
二
二
九
首
に
対
し
て
註
釈
を
行
っ
た

も
の
で
、
先
行
研
究
で
は
宝
暦
一
三
年
（
一
七
六
三
）
瞎
道
五
四
歳

の
時
に
、
著
作
が
成
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
）
1
（

る
。
な
お
、
瞎
道
自
身

は
経
緯
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　
寛
保
元
年
辛
酉
冬
ノ
中
ニ
、
武
野
﨑
玉
郡
北
根
ム
ラ
、
清
法
寺

ニ
テ
、
妄
説
ヲ
試
志
ス
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
眞
ノ
狂
言
ニ
ア
ラ
サ
レ

バ
、
ソ
ノ
マ
ヽ
ニ
シ
テ
棄
ケ
リ
、
頃
年
ワ
カ
左
右
ノ
、
萬
功
大

莖
通
禪
等
シ
キ
リ
ニ
コ
レ
ニ
夜
話
を
責
ム
、
諾
シ
テ
ハ
止
ミ
、

マ
タ
責
ム
ル
ニ
、
應
ズ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
イ
マ
タ
筆
舌
ヲ
鼓
セ

ズ
、
今
冬
コ
ノ
會
ニ
穀
賊
子
ト
ナ
レ
ル
チ
ナ
ミ
ニ
、
左
右
ノ
良

秀
良
州
ナ
ル
モ
ノ
、
コ
レ
ヲ
聞
シ
テ
、
思
惟
シ
、
マ
タ
修
行
セ

ハ
、
遂
ニ
三
摩
地
ニ
入
ン
、
師
ソ
レ
コ
レ
ヲ
夜
坐
ノ
餘
暇
ニ
示

敎
利
喜
セ
ヨ
、
ワ
レ
ラ
カ
黨
ノ
初
心
モ
ノ
、
ミ
ナ
コ
レ
ニ
同
心

ナ
リ
ト
、
予
コ
ヽ
ニ
コ
ノ
関
東
辯
矣
ヲ
筆
舌
ニ
寄
セ
テ
、
カ
レ

ラ
カ
責
ヲ
フ
サ
グ
…
）
2
（
…

　
こ
こ
か
ら
、
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
に
清
法
寺
（
埼
玉
県
鴻
巣

市
北
根
に
所
在
）
に
て
と
り
あ
え
ず
著
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
れ
か
ら

し
ば
ら
く
捨
て
置
い
て
、
後
に
門
弟
な
ど
周
囲
の
者
か
ら
の
働
き
か

け
も
あ
っ
て
、『
関
東
辯
矣
』
が
成
る
に
至
っ
た
と
い
う
。

　
　
大
智
和
尚
偈
頌
　
関
東
辯
矣
、
イ
マ
参
ズ
ル
予
ハ
、
固
ヨ
リ
関

東
辯
矣
ナ
レ
バ
、
モ
テ
名
ト
ス
、
癸
未
霜
月
十
）
3
（

二

　
本
書
冒
頭
に
右
記
の
よ
う
に
あ
っ
て
、
癸
未
（
宝
暦
一
三
年
・
一

七
六
三
）
の
霜
月
（
一
一
月
）
一
二
日
に
成
立
し
た
こ
と
と
、
本
書

題
名
が
、
著
者
瞎
道
の
出
身
地
や
方
言
に
由
来
す
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
瞎
道
は
、
そ
の
伝
記
の
詳
し
い
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
け

れ
ど
も
、
現
在
の
埼
玉
県
で
俗
姓
・
新
井
氏
に
生
ま
れ
）
4
（
た
。

　
ま
た
、
今
回
の
研
究
で
は
、
愛
知
学
院
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
用
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い
る
。
本
書
は
、
上
中
下
の
三
巻
の
内
容
を
全
六
冊
に
分
け
て
書
写

し
た
も
の
で
、
各
冊
奥
書
か
ら
以
下
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
な
お
、

改
行
等
は
一
字
空
け
で
示
し
た
）。

　
　
第
一
冊 
（
全
四
七
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
　
仲
夏
安
居
日
　
智

琢
敬
書

　
　
第
二
冊 

（
全
三
五
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
安
居
日
　
肥
前
諫
早

産
　
普
英
記
書
之

　
　
第
三
冊 

（
全
四
九
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
　
孟
夏
安
居
日
　
西

肥
産
　
瑞
雲
假
書
寫

　
　
第
四
冊 

（
全
四
五
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
　
孟
夏
安
居
日
　
良

逸
謹
書

　
　
第
五
冊 

（
全
三
七
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
　
仲
夏
安
居
日
　
江

春
敬
書

　
　
第
六
冊 

（
全
五
四
丁
）・
明
和
八
辛
卯
天
　
安
居
日
　
西
肥
廉

錦
波
産
人
　
智
静
敬
書

　
以
上
か
ら
、
本
書
は
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
の
夏
安
居
中
に
書

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
書
写
し
た
六
人
の
名
前
が
見
え
、

一
部
の
書
写
者
は
出
身
地
を
記
載
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
現

在
の
佐
賀
県
南
部
（
廉
錦
波
は
現
在
の
同
県
鹿
島
市
に
流
れ
る
錦
波

川
周
辺
と
推
定
）
か
ら
長
崎
県
諫
早
市
に
か
け
て
の
地
域
と
思
わ
れ

る
。
経
緯
は
不
明
だ
が
、
同
郷
の
者
達
が
共
同
書
写
し
た
写
本
だ
っ

た
と
推
定
で
き
る
。

　
な
お
、
書
写
さ
れ
た
場
所
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
の
中
に

肥
前
国
出
身
者
が
複
数
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
江
戸
駒
込
吉
祥
寺
栴

檀
林
内
で
の
書
写
も
考
え
ら
れ
）
5
（
る
。
ま
た
、
瞎
道
『
真
性
頌
』
の

『
曹
全
』
収
録
本
に
は
、
末
尾
に
募
刻
識
語
が
記
）
6
（
載
さ
れ
て
お
り
、

瞎
道
や
そ
の
門
弟
に
縁
の
あ
っ
た
者
達
の
名
前
が
列
記
さ
れ
て
い
る

け
れ
ど
も
、
そ
の
中
の
名
前
と
右
記
六
人
は
一
致
し
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
、
本
書
に
は
序
・
跋
文
等
は
無
く
、
著
者
名
に
つ
い
て

も
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
第
五
冊
に
「
本
光
シ
タ
シ
ク
コ
ノ
洞
峯

ノ
門
境
ヲ
シ
）
7
（

ル
」
と
あ
り
、
第
六
冊
に
は
自
ら
宝
暦
元
年
（
一
七
五

一
）
に
『
略
述
赴
粥
飯
法
』
を
記
し
た
こ
と
を
述
べ
）
8
（

る
な
ど
、
明
ら

か
に
瞎
道
本
人
の
著
作
で
あ
る
。
書
名
に
つ
い
て
外
題
は
『
大
智
偈

頌
関
東
辨0

』
と
表
紙
に
直
接
書
か
れ
る
の
み
だ
が
、
内
題
は
『
大
智

（
和
尚
）
偈
頌
関
東
辯0

矣
』
で
あ
り
、
本
論
で
は
後
者
を
用
い
た
。

各
巻
に
収
録
さ
れ
る
偈
頌
の
配
分
は
、
上
巻
七
六
首
・
中
巻
七
七

首
・
下
巻
七
六
首
で
計
二
二
九
首
と
な
り
、
一
般
的
な
『
大
智
偈

頌
』
と
同
数
で
あ
る
。
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な
お
、
本
書
執
筆
の
た
め
に
瞎
道
が
参
照
し
た
原
本
が
い
ず
れ
の

も
の
か
、
直
接
の
言
及
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ

し
、
関
連
す
る
記
述
と
し
て
、
以
下
の
数
節
が
あ
る
。

　
・
箴
ノ
巻
ノ
中
ヨ
リ
ヌ
ス
ム
ナ
リ
、
冠
中
（
原
文
マ
マ
、
冠
註
の

誤
記
）
ニ
モ
正
法
眼
蔵
坐
禅
箴
ノ
頌
ト
ア
リ
、
シ
カ
ア
ル

ベ
）
9
（
シ
。

　
・
コ
ノ
雙
谿
ハ
新
羅
曹
谿
ナ
リ
ト
、
其
イ
ハ
ク
ハ
冠
註
ニ
ミ
ヨ
、

宝
林
傳
、
曹
谿
山
、
在
新
羅
國
、
隔
谿
、
雙
峯
相
對
作
雙
谿
、

シ
カ
ア
レ
バ
コ
レ
ハ
新
羅
ノ
曹
谿
ナ
ル
コ
ト
ア
キ
ラ
カ
ナ
）
10
（

リ
。

　
・
上
瑩
山
和
尚
、
三
首
ヨ
ロ
シ
ク
冠
解
ヲ
ミ
ル
ベ
）
11
（

シ
。

　
・
上
東
明
和
尚
、
コ
ノ
禾
上
ノ
消
息
ハ
、
冠
註
ニ
ミ
ル
ヘ
）
12
（

シ
。

　
・
香
厳
ハ
コ
ヽ
ニ
記
志
セ
ス
、
冠
註
ニ
増
補
誌
）
13
（

ス
。

　
・
冠
解
ニ
性
空
妙
音
首
座
ノ
事
ヲ
引
證
）
14
（

ス
。

　
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、「
冠
註
本
」（
延
宝
二
年
﹇
一
六
七
二
﹈
刊

か
、
同
書
に
瞎
道
が
増
補
し
た
も
の
）
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
を

指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
、
瞎
道
の
『
関
東
辯
矣
』
執
筆
態
度
に
つ
い
て

　
瞎
道
に
は
『
大
智
偈
頌
』
へ
の
註
釈
書
と
し
て
、
明
和
九
年
（
一

七
七
二
）
二
月
に
撰
述
さ
れ
た
『
大
智
禅
師
偈
頌
参
註
一
著
落
在
参

（
以
下
、『
大
智
偈
頌
参
註
』
と
略
記
）』（
全
三
巻
）
が
『
曹
洞
宗
全

書
』「
注
解
三
」
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
本
書
と
の
主
な
同
異
点
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
『
大
智
偈
頌
』
全
二
二
九
首
へ
の
註
釈
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
。

　
②
重
要
な
字
句
へ
懇
切
詳
細
な
る
註
釈
を
付
し
て
い
る
こ
と
は
同

じ
。

　
③
「
初
学
者
」
向
け
の
撰
述
で
あ
る
こ
と
は
同
じ
。

　
④
『
大
智
偈
頌
』
各
頌
に
題
が
あ
る
場
合
、
そ
の
註
釈
を
行
っ
て

か
ら
、
頌
本
文
の
註
釈
を
行
う
こ
と
は
同
じ
。

　
⑤
『
関
東
辯
矣
』
が
和
文
体
、『
大
智
偈
頌
参
註
』
が
漢
文
体
で

あ
り
異
な
る
。

　
⑥
『
大
智
偈
頌
参
註
』
の
末
尾
に
は
「
偈
頌
或
問
」
が
附
録
さ
れ

て
い
る
が
、『
関
東
辯
矣
』
で
は
偈
頌
と
い
う
語
句
へ
の
註
釈

を
通
し
て
、
冒
頭
に
簡
潔
に
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
り
異
な
る
。

　
さ
て
、
上
記
の
内
、
特
に
注
視
す
べ
き
は
、
③
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
③
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
性
格
を
知
る
上
で
重
大
な
観
点
で

あ
る
。『
大
智
偈
頌
参
註
』
に
お
い
て
は
、
江
戸
霊
雲
院
・
義
璞
性

山
に
よ
る
序
文
に
、「
本
光
老
人
、
曾
て
此
の
偈
頌
に
参
熟
し
て
、
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眼
光
紙
背
に
透
る
。
黙
止
す
る
に
忍
ば
ず
、
初
学
者
の
為
に
能
く
之

を
説
破
）
15
（
す
」
と
あ
っ
て
、
初
学
者
向
け
の
内
容
で
あ
る
こ
と
を
明
記

し
、
ま
た
本
書
に
つ
い
て
は
本
論
「
二
」
に
引
用
し
た
撰
述
経
緯
に

そ
の
性
格
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
点
は
後
に
詳
述
し
た
い
。

　
⑤
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
通
り
瞎
道
の
『
正
法
眼
蔵
』
註
釈
で
あ

る
『
正
法
眼
蔵
却
退
一
字
参
（『
正
法
眼
蔵
参
註
』）』
の
重
大
な
問

題
の
一
つ
に
、
同
著
で
は
和
文
で
書
か
れ
た
仮
字
『
正
法
眼
蔵
』
本

文
を
漢
文
に
直
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
本

書
は
当
初
よ
り
漢
文
の
偈
頌
を
註
釈
す
る
も
の
で
あ
り
、『
正
法
眼

蔵
参
註
』
と
は
同
一
に
扱
え
な
い
。

　
そ
れ
か
ら
、
本
書
は
『
大
智
偈
頌
』
の
註
釈
を
通
し
て
、
瞎
道
の

「
坐
禅
観
」「
修
証
観
」「『
正
法
眼
蔵
』
観
」「
嗣
法
観
」
等
、
複
数

の
知
見
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
は
各
論
と
し
て

論
じ
た
い
。

四
、
本
書
に
お
け
る
註
釈
態
度
に
つ
い
て

　
そ
れ
で
は
、
本
書
に
お
け
る
瞎
道
の
註
釈
態
度
に
つ
い
て
、
曹
洞

宗
の
宗
風
に
関
わ
る
二
首
を
材
料
と
し
て
検
討
し
て
み
た
い
。
ま

ず
、『
大
智
偈
頌
』
に
は
「
蘆
月
菴
〈
二
首
目
〉」
や
「
答
洞
上
宗

要
」
に
洞
上
の
宗
風
に
関
す
る
指
摘
が
あ
る
。
そ
の
提
唱
を
見
な
が

ら
、
瞎
道
の
態
度
を
確
認
し
た
い
。

　
ま
ず
、「
蘆
月
菴
」
だ
が
、
冒
頭
の
一
句
は
「
洞
上
家
（『
続
曹

全
』
所
収
本
は
「
宗
」）
風
最
尊
貴
」
か
ら
始
ま
る
が
、
同
句
に
対

し
て
以
下
の
よ
う
に
註
釈
す
る
。

　
　
シ
ル
ベ
シ
最
尊
貴
ハ
、
尊
貴
ノ
染
汚
ナ
シ
ト
、
最
ト
ハ
イ
チ
バ

ン
カ
ケ
ナ
リ
、
モ
ト
モ
尊
貴
ヲ
守
ラ
ザ
ル
ナ
リ
、
守
ス
ル
モ
ノ

ワ
洞
門
外
ノ
ア
ダ
人
ナ
ル
ベ
シ
、
シ
カ
ア
ル
ニ
）
16
（

ヤ
。

　
こ
の
よ
う
に
、「
最
尊
貴
」
と
い
う
語
句
の
忠
実
な
る
意
味
を
採

り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
高
い
宗
乗
眼
か
ら
「
最
尊
貴
」
を
読
む
時

に
分
別
へ
堕
落
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
じ

く
「
答
洞
上
宗
要
」
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
モ
シ
洞
上
ニ
宗
要
ナ
シ
ト
イ
ハ
ゞ
、
イ
カ
ヽ
コ
タ
エ
ン
、
ア
リ

ト
イ
フ
ト
モ
、
マ
タ
イ
カ
ヾ
コ
タ
エ
ン
、
タ
ヾ
コ
レ
宗
要
聻
ト

イ
ハ
ン
モ
ノ
）
17
（

カ
。

　
こ
ち
ら
も
、
素
直
に
洞
上
の
宗
要
を
宣
揚
す
る
の
で
は
な
く
、
宗

要
の
有
無
を
問
い
と
し
て
提
示
し
、
学
人
の
安
易
な
理
解
を
敢
え
て

妨
げ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
書
に
お
け
る
註
釈
態
度
は
、
従
来
多
く

の
言
及
が
さ
れ
て
い
る
『
正
法
眼
蔵
参
註
』
や
、『
永
平
広
録
点
茶
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湯
』
と
い
っ
た
他
の
註
釈
書
同
様
に
、
高
い
宗
乗
眼
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
何
故
、
初
心
者
向
け
と
い
い
な
が
ら
、
高
い

宗
乗
眼
か
ら
の
註
釈
が
さ
れ
る
か
と
い
え
ば
、『
大
智
偈
頌
』
そ
の

も
の
に
対
す
る
瞎
道
の
評
価
か
ら
理
由
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
サ
ラ
ニ
コ
ノ
偈
頌
ノ
寂
然
照
著
ハ
、
一
時
ノ
位
ニ
テ
、
祇
陀
禾

尚
ノ
自
受
用
三
摩
耶
ナ
リ
、
シ
カ
ア
レ
ハ
因
縁
時
節
ノ
中
ニ
ア

リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、
使
得
劫
波
ノ
三
昧
ヲ
、
ヨ
ロ
シ
ク
學
習
ス

ヘ
）
18
（

シ
。

　
つ
ま
り
、
偈
頌
に
表
詮
さ
れ
て
い
る
寂
然
照
著
た
る
悟
り
の
境
涯

は
、
祇
陀
和
尚
（
大
智
）
の
自
受
用
三
昧
で
あ
る
と
い
う
。
そ
し

て
、
そ
の
三
昧
を
学
ぶ
よ
う
に
門
人
に
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
文
字
言
句
の
素
直
な
註
釈
を
し
て
し
ま
え
ば
、
結
局
は
そ

の
文
字
に
拘
泥
し
て
三
昧
の
把
握
が
で
き
な
く
な
る
た
め
に
、
敢
え

て
高
い
宗
乗
眼
か
ら
曹
洞
宗
の
宗
旨
を
宣
揚
し
て
い
る
と
い
え
、
そ

れ
が
、
本
書
の
基
本
的
な
註
釈
態
度
で
あ
る
。
一
方
で
、
初
学
者
向

け
の
文
脈
も
、
複
数
見
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

五
、
本
書
に
お
け
る
初
学
者
へ
の
配
慮
に
つ
い
て

　
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、
本
書
は
初
学
者
向
け
と
い
う
一
面
を
持
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
、
瞎
道
が
初
学
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
配
慮

を
し
て
註
釈
し
て
い
る
か
見
て
み
た
い
。

①
語
に
対
す
る
懇
切
丁
寧
な
註
釈

　
　
迦
臘
波
ノ
譌
略
音
ニ
ハ
、
劫
波
ト
イ
フ
、
マ
タ
略
シ
テ
、
劫
ト

イ
フ
、
コ
ヽ
ニ
長
時
ト
イ
フ
、
ツ
マ
リ
イ
ハ
々
、
無
時
ナ
リ
、

キ
ノ
フ
、
ケ
フ
ナ
）
19
（
リ
。

　
い
わ
ゆ
る
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
カ
ル
パ
（kalpa

）
に
つ
い

て
の
音
写
で
あ
る
「
迦
臘
波
」
か
ら
始
ま
っ
て
、
別
の
音
写
を
紹
介

し
、
略
し
た
語
句
を
紹
介
し
、
更
に
中
国
・
日
本
語
圏
で
の
意
味
を

指
摘
し
、
最
後
に
宗
乗
か
ら
の
提
唱
を
挙
げ
て
い
る
。
音
写
な
ど
で

学
人
が
意
味
を
把
握
で
き
な
い
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
る
。

　
　
一
世
ニ
擅
ヽ
ス
ト
イ
フ
カ
、
擅
ハ
自
専
也
ノ
訓
詁
ヲ
シ
ル
ベ

シ
、
ホ
カ
ノ
モ
ノ
ヽ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、
ワ
レ
バ
カ
リ
ナ
ル
ヲ
イ
フ

モ
ノ
）
20
（

カ
。

　
こ
ち
ら
は
、漢
語
に
対
す
る
丁
寧
な
註
釈
で
あ
り
、敢
え
て
和
語
を

用
い
る
こ
と
で
意
味
を
正
し
く
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
永
平
道
元

も
、『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」巻
で
、
趙
州
狗
子
仏
性
話
に
つ
い
て
「
狗

子
と
は
い
ぬ
な
）
21
（
り
」
と
す
る
な
ど
、
ま
れ
に
懇
切
丁
寧
な
開
示
が
見
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ら
れ
る
が
、
同
様
の
振
る
舞
い
を
瞎
道
も
行
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

②
更
な
る
参
究
を
促
す
参
考
文
献
の
紹
介

　
　
卽
心
卽
佛
、〈
中
略
〉
塵
劫
ノ
操
持
ヲ
ワ
ス
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
修

證
不
染
汚
ナ
ル
コ
レ
即
ナ
リ
、
進
趣
ナ
キ
底
ヲ
、
即
ト
ヲ
モ
ヘ

ル
ハ
ア
ヤ
マ
レ
ル
ナ
リ
、
一
向
ニ
、
未
發
菩
提
心
ナ
ル
ヲ
即
心

即
佛
ト
ヲ
モ
フ
ハ
、
心
佛
ニ
愚
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
即
是
ニ
暗

昧
ナ
リ
、
ヨ
ロ
シ
ク
吉
祥
祖
翁
ノ
正
法
眼
藏
ヲ
折
開
シ
テ
是
卽

ス
ヘ
）
22
（

シ
。

　『
大
智
偈
頌
』
に
は
「
即
心
即
仏
」
と
題
さ
れ
る
偈
頌
が
二
首
収

録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
首
目
に
対
す
る
提
唱
で
あ
る
。
道
元

『
正
法
眼
蔵
』「
即
心
是
仏
」
巻
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
人
が
誤
り
が
ち

な
「
即
心
即
（
是
）
仏
」
や
「
不
染
汚
の
修
証
」
に
つ
い
て
注
意
を

し
な
が
ら
、
道
元
の
著
作
を
紐
解
い
て
学
ぶ
よ
う
に
促
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
大
智
偈
頌
』
の
註
釈
を
行
い
な
が
ら
、

他
の
著
作
ま
で
広
く
学
ぶ
よ
う
に
提
示
す
る
例
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

・
第
一
冊
・
四
〇
丁
裏
、
真
歇
清
了
『
劫
外
録
』
一
巻

　
時
期
的
に
は
、
明
和
丁
亥
（
一
七
六
七
）
の
面
山
重
刻
本
で
は
な

く
、
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
中
野
市
右
衛
門
版
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。

・
第
一
冊
・
四
二
丁
裏
、
投
子
義
青
『
投
子
録
』

　
後
に
紹
介
す
る
が
、
面
授
嗣
法
論
と
の
関
わ
り
で
強
い
疑
義
が
呈

さ
れ
た
本
書
に
つ
い
て
は
、
解
題
を
含
め
て
注
意
が
さ
れ
る
。

・
第
二
冊
・
二
八
丁
裏
、
面
山
瑞
方
『
訂
補
建
撕
記
』
二
巻
、
宝
暦

四
年
（
一
七
五
四
）
版

　
道
元
に
関
わ
る
伝
記
を
採
り
上
げ
る
際
に
、
参
照
す
べ
き
文
献
と

し
て
、
瞎
道
は
面
山
訂
補
の
同
書
を
提
示
す
る
。
瞎
道
は
以
前
か
ら

面
山
と
法
盟
を
結
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
）
23
（

る
。

・
第
四
冊
・
二
三
丁
表
、
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」
巻
、
瑩

山
『
坐
禅
用
心
記
』

　
禅
に
関
す
る
提
唱
を
進
め
る
際
に
、
宗
門
坐
禅
書
の
第
一
で
あ
る

両
祖
の
著
作
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
、
前
者
の
道
元
「
坐
禅
箴
」
巻

は
単
伝
の
禅
を
示
す
た
め
に
、
後
者
の
瑩
山
『
坐
禅
用
心
記
』
は
綿

綿
密
密
な
る
禅
を
示
す
た
め
に
提
示
さ
れ
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、

延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
の
卍
山
道
白
開
版
本
が
知
ら
れ
、
当
時
の

学
人
の
手
に
渡
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
第
六
冊
・
四
五
丁
表
、
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
袈
裟
功
徳
」「
伝
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衣
」
巻

　
袈
裟
に
関
す
る
提
唱
の
際
に
、
こ
れ
ら
両
巻
を
「
焼
香
シ
、
礼
拜

シ
、
看
讀
ス
ベ
シ
」
と
提
示
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
袈
裟
に
つ
い
て

誤
っ
た
理
解
を
防
ぎ
、
誤
っ
た
取
り
扱
い
を
避
け
る
た
め
で
あ
り
、

宗
意
・
儀
規
両
面
を
学
ぶ
典
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

後
述
す
る
が
、『
正
法
眼
蔵
』
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
よ
う
に
提
唱

中
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
瞎
道
の
周
囲
の
学
人
は
容
易
に
手
に
で

き
る
環
境
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

・
第
六
冊
・
四
九
丁
表
、『
三
千
威
儀
経
』、「
四
律
五
論
」、
南
山
道

宣
『
教
誡
律
儀
』

　
鉢
盂
作
法
に
関
す
る
提
唱
で
、
右
記
の
律
関
係
の
文
献
を
提
示
。

③
書
籍
に
対
す
る
解
題

　
前
項
で
紹
介
し
た
『
投
子
録
』
に
つ
い
て
の
解
題
は
、「
面
授
」

に
関
連
し
て
学
人
の
誤
解
を
防
ぐ
意
味
で
も
重
要
だ
っ
た
と
思
わ

れ
、
以
下
の
よ
う
に
提
示
さ
れ
る
。

　
　
コ
ノ
投
子
ハ
、
山
ノ
名
テ
、
開
山
ハ
大
同
古
佛
ナ
ル
ベ
シ
、
而

今
ハ
義
青
和
上
ナ
リ
、
コ
ノ
師
ノ
語
ハ
、
和
本
ア
リ
、
オ
ヨ
ソ

三
本
ハ
カ
リ
ア
ル
ガ
、
ミ
ナ
不
信
ナ
リ
、
中
花
ノ
録
の
中
ニ

モ
、
儹
僞
ノ
本
ヲ
ホ
シ
、
父
子
ノ
血
脈
ノ
通
ス
ル
ヲ
参
ゼ
）
24
（
ヨ
。

　
注
視
す
べ
き
は
「
父
子
ノ
血
脈
ノ
通
ス
ル
ヲ
参
ゼ
ヨ
」
で
、
こ
れ

は
江
戸
元
禄
期
以
降
の
「
宗
統
復
古
運
動
」
の
影
響
を
見
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
。
宗
統
復
古
運
動
で
、
曹
洞
宗
で
は
一
師
印
証
・
面
授

嗣
法
を
嗣
法
の
基
本
に
据
え
て
、
そ
の
後
の
是
と
し
た
。
そ
の
際
に

問
題
に
な
っ
た
の
が
、
中
国
曹
洞
宗
の
投
子
義
青
（
一
〇
三
二
〜
一

〇
八
三
）
で
あ
る
。
投
子
の
嗣
承
を
め
ぐ
っ
て
は
、
既
に
無
数
の
議

論
が
あ
る
通
り
、
大
陽
警
玄
（
―
浮
山
法
遠
）―
投
子
義
青
が
史
実

で
あ
っ
て
、
臨
済
宗
の
浮
山
を
介
し
た
「
代
付
」
で
あ
っ
た
と
知
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
面
授
嗣
法
に
反
す
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時

代
当
時
の
宗
学
者
は
苦
心
し
て
、
大
陽
―
投
子
が
面
授
で
あ
る
こ
と

を
論
証
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
努
力
の
際
た
る
も
の
が
、
面
山
瑞
方

『
洞
上
金
剛
）
25
（

杵
』
で
あ
）
26
（

る
。
面
山
は
同
著
に
お
い
て
、
様
々
な
史
伝

の
引
用
と
、
そ
の
会
通
を
駆
使
し
て
大
陽
―
投
子
の
面
授
の
論
証
を

試
み
た
の
だ
が
、
同
時
代
に
問
題
に
な
っ
た
の
が
『
投
子
録
』
で

あ
っ
た
。
特
に
享
保
一
〇
年
（
一
七
二
五
）
刊
行
の
同
著
に
収
録
さ

れ
た
「
行
状
」
は
明
確
に
「
代
付
」
を
謳
っ
て
い
た
。
そ
れ
に
も
関

わ
ら
ず
、
当
時
の
学
僧
で
あ
っ
た
廓
門
貫
徹
が
後
序
を
認
め
る
な
ど

し
た
た
め
、
面
山
は
元
文
六
年
に
刊
行
し
た
『
洞
上
金
剛
杵
』
を
宝
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暦
五
年
に
再
刊
し
、
そ
の
際
に
『
投
子
録
評
』
を
付
し
て
注
意
を
促

し
た
の
で
あ
る
。
瞎
道
は
、
面
山
の
意
向
を
汲
む
形
で
先
の
提
唱
を

示
し
て
お
り
、
初
学
者
が
「
代
付
」
に
陥
ら
な
く
す
る
た
め
の
方
便

を
垂
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
他
の
解
題
は
左
記
の
通
り
。

・
第
一
冊
・
三
七
丁
表
、『
華
厳
経
』

　『
華
厳
経
』
に
訳
本
の
違
い
で
、
様
々
な
巻
数
が
あ
る
こ
と
を
簡

潔
に
指
示
。

・
第
一
冊
・
三
八
丁
表
、『
法
華
経
』

　
鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
に
関
す
る
簡
潔
な
解
題
を
付
す
。

④
儀
規
に
関
す
る
解
説

　
初
学
者
向
け
と
い
う
観
点
か
ら
、
儀
規
に
関
す
る
解
説
が
あ
る
こ

と
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　『
大
智
偈
頌
』
に
見
え
る
「
叉
手
当
胸
」
を
踏
ま
え
て
以
下
の
よ

う
に
提
唱
さ
れ
る
。

　
　
マ
ツ
叉
手
ノ
同
名
異
體
ア
ル
ヲ
シ
ル
ヘ
シ
、
圓
覺
經
ナ
ド
ニ
、

叉
手
ト
ア
ル
ハ
、
イ
ハ
ユ
ル
金
剛
合
掌
ナ
リ
、
而
今
ノ
叉
手

ハ
、
シ
カ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、〈
中
略
〉
禅
苑
清
規
〈
二
三
四
）
27
（
号
〉

ニ
叉
手
當
胸
ハ
右
手
ヲ
握
テ
上
ニ
在
リ
、〈
中
略
〉
コ
レ
叢
林

ノ
公
儀
ナ
リ
、
ソ
ノ
儀
ヨ
ロ
シ
ク
、
儼
然
ナ
ル
ベ
シ
、
叉
手
ヲ

腰
下
ニ
サ
ゲ
ザ
レ
、
腰
下
ニ
サ
ガ
ル
ヲ
陁
藏
叉
手
ト
イ
フ
、
必

ズ
シ
モ
コ
（
レ
）
ヲ
諱
忌
セ
）
28
（
ヨ
。

　
こ
の
よ
う
に
、
懇
切
に
儀
規
の
内
容
を
提
示
さ
れ
、
そ
の
出
典
も

明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
正
し
い
作
法
と
、
誤
っ
た
作
法
の
違
い

に
つ
い
て
も
厳
し
く
定
め
て
い
る
。

　
他
の
儀
規
に
つ
い
て
も
以
下
の
内
容
が
確
認
さ
れ
る
。

・
第
二
冊
・
六
丁
裏
、「
大
坐
」
の
語
に
関
連
し
て
坐
相
の
解
説

・
第
五
冊
・
三
五
丁
表
〜
裏
、「
法
戦
場
」
の
語
に
関
連
し
て
法
戦

の
解
説

・
第
六
冊
・
四
四
丁
表
〜
裏
、「
蒲
団
（
坐
蒲
）」
の
真
意
の
解
説

と
、「
吉
祥
坐
」
に
関
連
し
て
坐
相
の
解
説

六
、
本
書
に
お
け
る
瞎
道
の
坐
禅
観
・
修
証
観

　『
大
智
偈
頌
』
に
は
、「
坐
中
有
感
（
四
首
）」
が
収
録
さ
れ
、
そ

の
註
釈
を
通
し
て
瞎
道
の
坐
禅
観
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
　
コ
ノ
心
空
ハ
思
量
箇
不
思
量
底
ノ
、
非
思
量
ナ
ラ
ン
、
ソ
ノ
非

思
量
ノ
境
、
モ
ト
ヨ
リ
寂
ナ
）
29
（
リ
。
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瞎
道
は
「
非
思
量
の
坐
禅
」
を
強
調
す
る
。
当
然
に
、
道
元
『
正

法
眼
蔵
』「
坐
禅
箴
」
巻
な
ど
の
影
響
を
受
け
て
の
こ
と
だ
が
、
瞎

道
に
と
っ
て
坐
禅
は
「
寂
」
の
極
致
で
あ
り
、
そ
の
寂
を
も
っ
て
一

切
の
存
在
を
実
相
と
し
て
証
す
意
図
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
、「
兀
兀

地
」
も
強
調
さ
れ
る
。

　
　
コ
レ
コ
ノ
坐
中
有
感
ノ
句
、
コ
レ
得
本
ナ
ラ
ン
カ
、
休
萬
機

ハ
、
ヨ
ノ
ツ
子
ノ
機
智
巧
辨
ヲ
休
息
ス
ル
、
コ
レ
兀
ヽ
地

ナ
）
30
（

リ
。

　
坐
中
有
感
の
句
を
本
、
つ
ま
り
は
真
実
を
得
る
こ
と
と
し
、
そ
の

上
で
常
日
頃
の
機
知
や
巧
弁
を
休
息
す
る
兀
兀
地
を
強
調
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
瞎
道
は
宗
門
の
坐
禅
を
、
退
歩
の
学
道

と
し
て
正
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
そ
の
上
で
、
修
証
観
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
瞎
道
は
、『
大
智

偈
頌
』
の
「
始
本
元
来
只
一
心
」
に
つ
い
て
、
以
下
の
註
釈
を
行
っ

て
い
る
。

　
　
ナ
ニ
カ
始
、
ナ
ニ
カ
本
ナ
ル
ト
、
尋
思
求
覓
ス
ル
ニ
、
タ
ツ
タ

覚
ナ
ル
、
一
心
バ
ツ
カ
リ
ナ
リ
、
イ
マ
元
来
ト
イ
ヘ
バ
ト
テ
、

八
万
劫
ノ
本
劫
本
見
ニ
テ
ハ
ナ
シ
、
コ
ノ
一
心
、
マ
タ
眞
如
門

ナ
リ
、
莫
妄
想
ノ
ミ
去
々
来
々
ヒ
ト
シ
ク
、
不
變
易
ナ
ル
、
ア

ニ
本
覚
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
直
ニ
ソ
ノ
隨
變
而
如
去
、
ソ
ノ
始
覚
ナ
ラ

ン
、
サ
ラ
ニ
実
ヲ
シ
ラ
ン
ト
ナ
ラ
バ
、
初
心
ノ
辨
道
、
ソ
ノ
本

證
の
全
體
ナ
リ
、
モ
ト
修
セ
ザ
ル
ニ
ハ
、
ア
ラ
ハ
ル
ヽ
コ
ト
ナ

キ
ハ
、
始
ナ
リ
ト
モ
、
本
ト
ナ
ル
ベ
）
31
（
シ
。

　
本
覚
・
始
覚
の
問
題
に
つ
い
て
言
及
す
る
中
で
、
そ
の
「
実
」
に

つ
い
て
論
じ
た
際
に
、
初
心
の
弁
道
が
本
証
の
全
体
で
あ
る
こ
と

や
、
そ
の
本
証
が
修
行
を
し
な
け
れ
ば
顕
れ
な
い
こ
と
を
、
道
元

『
弁
道
話
』
か
ら
導
い
て
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
修
行
と
関
わ
ら

な
い
状
況
で
の
実
体
的
な
本
証
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
修
行

を
重
く
見
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
更
に
、
次
の
一
節
も
参
照
し
て

お
き
た
い
。

　
　
宗
門
ノ
眞
龍
ハ
、
ソ
ノ
彫
龍
ヲ
忌
諱
ス
ル
ニ
ハ
ア
ラ
）
32
（

ズ
。

　
こ
の
場
合
の
真
龍
と
は
、
真
実
そ
の
も
の
を
意
味
し
て
お
り
、
彫

龍
と
は
そ
れ
を
か
た
ど
っ
た
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
真
実
の
悟
り

は
そ
れ
を
か
た
ど
る
修
行
を
忌
避
し
な
い
こ
と
、
端
的
に
修
行
に
重

き
を
置
い
た
修
証
一
等
を
説
く
も
の
と
し
て
理
解
し
て
良
い
。

　
同
じ
く
、「
不
染
汚
の
修
証
」
の
語
句
は
本
書
の
多
く
に
見
る
こ

と
が
可
能
で
、
分
別
を
容
れ
な
い
修
証
を
瞎
道
の
立
場
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
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七
、
本
書
に
お
け
る
瞎
道
の
『
正
法
眼
蔵
』
観

　
瞎
道
は
、
二
三
歳
の
時
に
初
め
て
『
弁
道
話
』
に
参
じ
て
後
、
そ

の
後
晩
年
に
『
正
法
眼
蔵
参
註
』
を
大
成
す
る
に
到
る
ま
で
、
諸
語

録
・
五
位
思
想
な
ど
へ
の
提
唱
・
註
釈
な
ど
を
数
多
く
行
う
が
、

「
そ
の
主
軸
を
成
し
た
も
の
は
『
正
法
眼
藏
』
で
あ
り
、
且
つ
そ
の

思
想
・
信
仰
の
グ
ル
ン
ド
を
成
し
た
も
の
も
亦
實
に
『
正
法
眼
藏
』

で
あ
っ
た
」
と
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
）
33
（

る
。
そ
し
て
、
本
書
に
お
い

て
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
瞎
道
は
『
大
智
偈
頌
』「
賀
永
平
正
法
眼
蔵
到
来
」
を
註

釈
し
て
以
下
の
通
り
に
述
べ
る
。

　
　
ナ
ン
巻
ア
ル
ベ
シ
ト
イ
エ
ト
モ
、
正
法
眼
藏
ハ
マ
コ
ト
ニ
賀
到

来
ニ
親
切
ナ
ル
モ
ノ
ナ
リ
）
34
（

キ
。

　
つ
ま
り
、
そ
の
編
集
に
関
わ
ら
ず
、『
正
法
眼
蔵
』
全
体
を
、
賀

し
尊
崇
す
る
宗
典
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
し
か
し
、

そ
の
真
偽
に
関
し
て
は
厳
密
さ
を
求
め
て
い
た
。

　
　
シ
カ
ア
レ
バ
、
偽
撰
正
法
眼
蔵
米
袈
裟
巻
ア
リ
、
種
々
ノ
謬
説

ヲ
ナ
シ
テ
、
後
徒
を
惑
乱
ス
、
嗚
呼
イ
マ
、
偽
説
易
立
眞
儀
難

興
カ
ナ
）
35
（
シ
。

　
現
段
階
で
、「
米
袈
裟
」
巻
な
る
一
巻
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
か
、
筆
者
は
知
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
袈
裟
に
つ
い
て
の
内
容

で
、
か
つ
、
瞎
道
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
様
々
な
謬
説
を
含
む
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
。
実
際
に
、
江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら

『
正
法
眼
蔵
』
を
論
じ
る
際
に
、
主
と
し
て
行
わ
れ
た
議
論
の
一
つ

に
、
真
偽
論
が
あ
る
。
面
山
瑞
方
は
、
九
五
巻
全
体
を
尊
重
す
る
立

場
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
天
桂
伝
尊
は
、
複
数
の
巻
に
つ
い
て
疑
義

を
呈
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
そ
の
問
題
は
、
瞎
道
に
及
ん
で
も
ま
だ

残
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
瞎
道
は
既
に
本
論
「
五
―
②
」
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、『
正

法
眼
蔵
』
を
学
人
の
参
考
書
と
し
て
指
定
し
、
更
な
る
参
究
を
促
し

て
い
る
。
本
書
に
お
い
て
、
同
様
の
指
定
が
さ
れ
た
の
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

　
・
第
一
冊
・
二
〇
丁
裏
、「
即
心
是
仏
」
巻

　
・
第
一
冊
・
三
五
丁
表
、「
即
心
是
仏
」「
発
無
上
心
」
巻

　
・
第
四
冊
・
二
三
丁
表
、「
坐
禅
箴
」
巻

　
・
第
六
冊
・
四
五
丁
表
、「
袈
裟
功
徳
」「
伝
衣
」
巻

　
・
第
六
冊
・
四
八
丁
表
、「
鉢
盂
」
巻

　
儀
規
に
関
連
す
る
諸
巻
が
顕
著
で
は
あ
る
が
、『
正
法
眼
蔵
』
か
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ら
学
び
を
深
め
る
よ
う
に
、
学
人
に
促
し
て
い
る
。

　
更
に
、『
正
法
眼
蔵
』
を
引
用
し
な
が
ら
『
大
智
偈
頌
』
を
読
解

し
た
箇
所
は
以
下
の
通
り
。

　
・
第
一
冊
・
四
丁
裏
、「
唯
仏
与
仏
」
巻

　
・
第
一
冊
・
三
二
丁
表
、「
仏
性
」
巻

　
・
第
五
冊
・
二
七
丁
裏
、「
仏
性
」
巻

　
宗
旨
と
し
て
難
解
で
あ
る
文
脈
に
、『
正
法
眼
蔵
』
を
引
用
し

て
、
そ
の
都
度
結
論
に
達
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
他
に
も
、
出
典

の
巻
名
を
明
記
せ
ず
に
引
用
さ
れ
る
場
合
や
、
や
や
文
章
を
変
え
て

引
用
し
て
い
る
場
合
は
更
に
数
え
る
こ
と
が
可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
本
書
は
和
文
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
同
じ
く
和
文
の

『
正
法
眼
蔵
』
は
引
用
し
や
す
く
、
様
々
に
活
用
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
る
。八

、
本
書
に
お
け
る
瞎
道
の
嗣
法
観

　
既
に
、
本
論
「
五
―
③
」
で
『
投
子
録
』
に
関
連
し
た
議
論
を
挙

げ
た
よ
う
に
、
瞎
道
は
当
時
正
統
と
さ
れ
た
「
一
師
印
証
・
面
授
嗣

法
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
は
勿
論
だ
が
、
本
書
に
お
け
る
嗣
法
観
に

は
以
下
の
特
徴
が
あ
る
。

①
「
合
血
」
の
尊
重

　『
大
智
偈
頌
』「
上
瑩
山
和
尚
（
第
一
首
）」
の
註
釈
を
通
し
て
、

瞎
道
は
「
合
血
」
を
尊
重
す
る
。

　
　
ナ
ニ
モ
ノ
カ
コ
レ
血
脈
ナ
リ
、
七
佛
祖
宗
ミ
ナ
ヽ
カ
ラ
、
嗣
血

ノ
宣
通
ノ
ミ
、
別
ノ
聲
臭
ナ
シ
、〈
中
略
〉
佛
祖
ノ
合
血
ハ
、

ヒ
ト
リ
、
フ
タ
リ
ニ
、
ア
ラ
ズ
、
ミ
ナ
ナ
ガ
ラ
是
兒
孫
ナ
リ
、

是
兒
孫
ノ
面
日
佛
ア
リ
、
面
月
佛
ア
ル
、
ス
ナ
ハ
チ
七
佛
諸
佛

ヨ
リ
、
前
頭
ノ
頭
正
尾
正
ア
リ
キ
、
コ
レ
ヲ
本
師
沒
駄
沒
地
ト

ハ
イ
ヘ
ル
モ
ノ
）
36
（

カ
。

　「
合
血
」
と
は
、
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
嗣
書
」
巻
で
挙
げ
ら
れ
た

洞
上
『
嗣
書
』
作
成
の
儀
規
だ
が
、
瞎
道
は
こ
れ
を
「
師
資
の
血
脈

が
通
じ
る
」
こ
と
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
深
意
に
つ

い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
提
示
し
て
い
る
。

　
　
師
ヨ
リ
合
血
ス
ル
カ
、
資
ヨ
リ
合
血
ス
ル
カ
、
合
血
ヨ
リ
師
ト

ナ
リ
、
資
ト
ナ
ル
カ
、
合
血
ハ
、
師
資
ノ
全
皮
全
體
ナ
リ
、
什

麼
人
カ
、
コ
レ
師
面
皮
、
イ
カ
ナ
ル
面
皮
カ
、
マ
タ
コ
ノ
資
眼

睛
、
マ
サ
シ
ク
キ
ハ
メ
テ
イ
ハ
ム
ニ
ハ
従
何
得
、〈
中
略
〉
一

切
ノ
佛
祖
ハ
一
切
ノ
佛
祖
已
前
ノ
合
血
ナ
ル
ヲ
モ
テ
、
同
時
合

血
ナ
リ
、
諸
佛
已
後
ノ
喢
血
ナ
）
37
（
リ
。
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　「
合
」
の
意
義
に
つ
い
て
、
師
資
一
体
を
説
く
わ
け
だ
が
、
こ
の

一
体
と
い
う
と
き
、
二
見
対
待
に
陥
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
、「
合

血
」
に
つ
い
て
、
師
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
か
、
資
（
弟
子
）
か
ら
行

わ
れ
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
合
血
を
通
し
て
師
と
な
り
資
と
な
る
の

か
な
ど
、
複
数
の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
宗
門
の
「
嗣

法
」
を
考
え
る
と
き
、
師
か
ら
弟
子
に
渡
す
べ
き
何
か
が
実
体
的
に

あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
正
法
眼
蔵
（
瞎
道
は
血
脈
と
表

現
）
を
付
与
す
る
の
み
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
れ
は
各
々
の
仏
祖
が

自
ら
目
覚
め
る
自
受
用
三
昧
を
意
図
し
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
よ
う

な
表
現
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
更
に
「
面
授
」
の
意
義
を

考
察
す
る
こ
と
で
真
意
を
把
握
し
て
お
き
た
い
。

②
面
授
の
意
義
に
つ
い
て

　
江
戸
元
禄
期
以
降
の
曹
洞
宗
で
は
「
一
師
印
証
・
面
授
嗣
法
」
を

是
と
し
た
が
、
こ
の
「
面
授
」
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
正

統
と
さ
れ
た
卍
山
道
白
系
統
が
、
師
と
資
と
が
面
（
顔
）
を
付
き
合

わ
せ
る
こ
と
を
是
と
し
、
一
方
そ
れ
は
形
式
に
堕
す
る
も
の
だ
と
、

特
に
天
桂
伝
尊
系
統
か
ら
の
批
判
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
天
桂
に

影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
独
庵
玄
光
の
面
授
観
も
特
異
な
内
容
で
あ

る
が
、
瞎
道
の
場
合
は
卍
山
系
統
の
意
義
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
更
な

る
向
上
を
図
っ
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。

　
瞎
道
は
、『
大
智
偈
頌
』
の
「
送
瞿
維
那
省
本
師
」
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
に
提
唱
し
て
い
る
。

　
　
コ
ノ
省
ハ
、
コ
キ
ゲ
ン
ウ
カ
ガ
イ
ニ
ユ
ク
ナ
リ
、
本
師
ハ
面
授

面
受
ノ
ユ
ヱ
ニ
、
受
面
ノ
モ
ノ
、
ソ
ノ
面
授
ノ
師
ヲ
本
師
ト

イ
）
38
（
フ
。

　
道
元
『
正
法
眼
蔵
』「
陀
羅
尼
」
巻
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、
面
授

面
受
し
た
本
師
と
明
確
に
指
摘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
卍

山
系
統
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
真
の
参
学
と
い
う
観

点
で
は
以
下
の
文
脈
も
指
摘
で
き
る
。

　
　
ア
ダ
ニ
皺
面
臭
皮
袋
ノ
ミ
、
相
見
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
省
ハ
キ
ヲ
ツ

ケ
ト
譯
ス
ル
モ
ヨ
シ
、
合
点
シ
タ
ガ
ヨ
イ
ト
譯
ス
ル
モ
ヨ
）
39
（

シ
。

　
先
と
同
じ
く
「
省
」
に
つ
い
て
の
指
摘
か
ら
相
見
・
面
授
を
指
摘

し
た
箇
所
だ
が
、
全
く
法
に
目
覚
め
て
い
な
い
よ
う
な
皺
面
臭
皮
袋

同
士
が
相
見
す
る
こ
と
を
是
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
え
る
。

よ
っ
て
、
何
ら
か
の
境
涯
を
要
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
它
亦
曽
不
礼
ト
キ
コ
フ
、
コ
ノ
因
縁
モ
テ
、
コ
ノ
句
脈
ヲ
相
見

ス
ベ
シ
、
礼
ス
ル
ハ
知
恩
ナ
レ
ド
モ
、
真
実
人
體
ヲ
相
見
セ
ザ
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レ
バ
、
自
它
隔
歴
ス
、
不
報
恩
）
40
（
聻
。

　
つ
ま
り
、
面
前
の
師
を
礼
拝
す
る
の
み
な
ら
ず
、
真
実
人
体
へ
の

相
見
が
な
け
れ
ば
、
自
他
の
分
別
が
起
き
、
真
実
の
報
恩
に
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
る
。
面
授
の
礼
拝
に
つ
い
て
、
た
だ
の
形
式
に
堕
す

る
こ
と
な
く
、
内
容
を
伴
う
必
要
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
本
書
に
お
け
る
瞎
道
の
嗣
法
観
は
、
形
式
と
内
容
の
統

合
を
図
り
な
が
ら
、
修
証
一
等
の
妙
旨
を
儀
規
の
上
で
表
現
し
よ
う

と
し
た
と
結
論
付
け
ら
れ
る
。

九
、
結
　
論

　
上
来
、
瞎
道
本
光
『
大
智
偈
頌
関
東
辯
矣
』
を
通
し
て
、
瞎
道
の

宗
学
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
祇
陀
大
智
『
大
智
偈

頌
』
を
踏
ま
え
て
の
提
唱
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
瞎
道
の
註
釈
態
度
は

高
い
宗
乗
眼
か
ら
の
提
唱
で
あ
り
、
文
章
の
一
々
に
つ
い
て
、
大
智

が
込
め
た
本
来
の
意
図
を
正
確
に
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
瞎
道
本
人
の
宗
学
の
意
義
を
強
調

す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
々
は
本
論
の
文
脈
に
任
せ
て
再
論
は
し
な

い
け
れ
ど
も
、『
正
法
眼
蔵
』
を
踏
ま
え
つ
つ
、
初
学
者
に
対
し
て

誤
っ
た
理
解
を
し
な
い
よ
う
に
指
導
す
る
教
育
者
の
態
度
を
見
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
書
が
成
立
し
た
経
緯
か
ら
も
頷
け

る
も
の
で
あ
る
が
、
ま
た
瞎
道
自
身
が
熱
心
に
宗
侶
教
育
に
従
事
し

た
こ
と
の
関
連
も
あ
る
と
い
え
よ
う
。

註（
1
） 

『
蒐
書
大
成
』
巻
一
八
、
一
二
〇
一
頁

（
2
） 

『
関
東
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矣
』
第
六
冊
、
五
三
丁
表
〜
裏

（
3
） 

『
関
東
辯
矣
』
第
一
冊
、
一
丁
表

（
4
） 

『
蒐
書
大
成
』
巻
一
八
、
一
二
〇
〇
頁

（
5
） 

『
吉
祥
寺
史
』
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ら
は
、
栴
檀
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に
「
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前
寮
」
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お

り
、
同
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の
日
誌
に
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、
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ば
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ば
同
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の
名
前
が
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ら
れ
る
た

め
、
有
力
な
寮
舎
で
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っ
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と
推
定
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れ
、
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ら
本
書
と
栴
檀
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と
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係
を
考
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た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
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に
詳
細
な
検
討
が
必
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な

事
柄
で
あ
る
。
な
お
、
寮
名
に
つ
い
て
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
て
く
る
学

僧
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が
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の
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方
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っ
て
一
つ
の
寮
に
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ま
り
、
そ
の
結

果
、
寮
舎
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地
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る
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瞎
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頌
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刻
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「
江
戸
栴
檀
林
吉
祥
寺
知
藏
比
丘
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見
え
（『
曹
全
』「
注
解

三
」、
五
四
五
頁
下
段
）、
関
係
が
窺
え
る
。

（
6
） 
『
曹
全
』「
注
解
三
」、
五
四
三
頁
下
〜
五
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六
頁
下
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7
） 
『
関
東
辯
矣
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第
五
冊
、
二
六
丁
表
参
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） 
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照

（
20
） 
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関
東
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六
冊
、
一
二
丁
裏
〜
一
三
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表
参
照

（
21
） 

『
全
集
一
』
三
九
頁

（
22
） 

『
関
東
辯
矣
』
第
一
冊
、
二
〇
丁
裏
参
照

（
23
） 

瞎
道
は
、
面
山
の
諸
活
動
を
良
く
把
握
し
て
い
た
よ
う
で
、
例
え

ば
、『
大
智
偈
頌
』
に
見
え
る
「
礼
永
興
開
山
塔
」
で
は
道
元
の
法
嗣

と
さ
れ
る
詮
慧
（
生
没
年
不
詳
）
の
永
興
寺
に
関
連
し
て
、
面
山
が
江

戸
時
代
に
再
興
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
（『
関
東
辯
矣
』
第
六
冊
、
一
九

丁
表
参
照
）。
面
山
の
事
績
は
、「
永
興
菴
再
興
偈
並
序
」（『
面
山
広

録
』
巻
一
二
所
収
、『
曹
全
』「
語
録
三
」、
四
九
五
頁
下
段
）
に
よ
れ

ば
、
豊
後
か
ら
来
た
参
禅
者
な
ど
が
合
議
し
て
、
京
都
東
山
粟
田
口
に

あ
る
青
蓮
院
の
側
に
あ
っ
た
廃
菴
を
買
っ
て
面
山
の
休
息
所
に
し
た
際

に
、
そ
の
場
所
柄
、
詮
慧
の
「
永
興
菴
」
を
慕
っ
て
名
前
を
決
め
た
と

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
寛
延
元
年
（
一
七
四
八
）
閏
一
〇
月
一
二
日
に
、

面
山
は
同
菴
に
入
っ
た
。

（
24
） 
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関
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矣
』
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、
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表
参
照

（
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） 
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曹
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解
三
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。
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） 

小
早
川
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大
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上
金
剛
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』
の
考
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曹
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セ
ン
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（
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） 
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書
籍
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（
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） 
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（
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） 

『
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（
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） 
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（
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） 
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、
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丁
裏
〜
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（
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） 
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、
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） 

河
村
孝
道
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巻
一
八
、
一
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〜
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（
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関
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第
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、
四
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表
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